
最
高
の
笑
顔
と
涙
の
卒
業
式

　
乙
部
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
3
月
1
5
日
、
乙
部
中
学
校
で
行
わ
れ
、
男
子
1
3
名
女
子

2
0
名
の
3
3
名
が
多
感
な
時
期
を
過
ご
し
た
学
び
舎
か
ら
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
お
祝
い
の
言
葉
、
友
や
先
生
と
過
ご
し
た
想
い
出
に
胸
を
熱
く
し
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
見
据
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

平
成
28年

4№
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平
成
二
十
六
年
十
二
月
に
、
国

が
示
し
た
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
及

び
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
で
は
、
東
京
一
極
集

中
の
是
正
や
、若
い
世
代
の
就
労
・

結
婚
・
子
育
て
の
希
望
実
現
、
地

域
課
題
の
解
決
な
ど
を
基
本
的
な

視
点
と
し
て
い
ま
す
。

　

乙
部
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
計
画

を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え

「
乙
部
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び

「
乙
部
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
「
乙
部
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

推
計
で
は
、
乙
部
町
の
人
口
は
今

後
三
十
年
の
間
で
半
減
す
る
と
と

も
に
、
人
口
構
成
に
お
い
て
も
高

齢
化
率
が
五
割
近
く
に
な
る
と
予

想
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

自
治
体
と
し
て
の
機
能
維
持
が
極

め
て
困
難
な
状
況
に
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
人
の
不
断
の
努
力
に
よ
り
築

き
上
げ
ら
れ
て
き
た
乙
部
町
が
魅

力
あ
る
町
と
し
て
持
続
す
る
た
め

に
は
、
人
口
減
少
と
い
う
直
面
す

る
危
機
に
向
か
い
合
い
、
克
服
に

向
け
た
対
策
を
継
続
的
に
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、乙
部
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

推
進
期
間
を
平
成
二
十
七
年
度
～

平
成
三
十
一
年
度
と
し
ま
し
た
。

　

概
要
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
戦
略
を
実
施
す
る
た
め
の
５
つ
の
視
点
◆

●�

生
産
年
齢
の
引
き
上
げ
に
つ

な
が
る
対
策

●�
人
口
の
社
会
増
に
つ
な
が
る

対
策

●�
基
幹
産
業
で
あ
る
一
次
産
業

の
振
興
に
つ
な
が
る
対
策

●�

町
内
に
人
を
呼
び
込
む
交
流

人
口
対
策

●�

町
外
資
本
を
呼
び
込
む
産
業

振
興
対
策

◆
重
点
戦
略
◆

　

乙
部
町
の
強
み
、
課
題
、
独
自

性
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
四
つ
の

戦
略
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
推
進
期
間
の
五
か
年
を

経
過
し
た
後
も
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

①
人
材
育
成
戦
略

②
地
域
産
業
振
興
戦
略

③
観
光
振
興
戦
略

④
企
業
立
地
戦
略

◆
基
本
戦
略
◆

　

人
口
減
少
問
題
へ
の
総
合
的
な

対
応
を
図
る
た
め
、
基
本
戦
略
と

し
て
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
政
策

の
方
向
性
を
示
し
ま
す
。

①�

乙
部
町
に
お
い
て
安
定
し
た

雇
用
を
創
出
す
る

②�

乙
部
町
へ
の
新
し
い
人
の
流

れ
を
つ
く
る

③�

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

④�

人
に
優
し
い
地
域
を
つ
く

り
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

　

事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
は
「
乙

部
町
人
口
減
少
対
策
会
議
」
及
び

「
お
と
べ
町
総
合
戦
略
検
討
委
員

会
」
を
主
体
と
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
展
開
し
、
乙
部
町
ま

ち
づ
く
り
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
ま
す
。

◆
乙
部
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
考
察
◆

　

２
０
１
０
年
の
乙
部
町
の
人

口
は
４
，
４
０
８
人
で
あ
り
、

１
９
５
０
年
の
ピ
ー
ク
時
の
９
，

２
６
６
人
と
比
較
し
５
２
．
４
％

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
（
社
人
研
）
に
よ
れ
ば
、
乙

部
町
の
人
口
は
今
後
も
急
速
に
減

少
を
続
け
、
２
０
４
０
年
に
は
２
，

３
２
７
人
、
２
０
６
０
年
は
１
，

３
８
８
人
に
な
る
も
の
と
推
計
さ

れ
ま
す
。

乙
部
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

19
55

年
19

70
年

19
85

年
20

00
年

20
15

年
20

30
年

20
45

年
19

60
年

19
75

年
19

90
年

20
05

年
20

20
年

20
35

年
20

50
年

19
65

年
19

80
年

19
95

年
20

10
年

20
25

年
20

40
年

20
60

年
20

55
年

総数

→　社人研推計値

（人） 〈乙部町の人口推計〉

生産年齢人口

年少人口

老年人口

9,266人

4,408人

・年少人口
　15歳未満

・生産年齢人口
　15歳以上65歳未満

・老年人口
　65歳以上

2,327人

1,388人

総数

年少人口

生産年齢人口

老年人口

― 魅力あるまち、持続可能なまちづくりを目指して ―
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ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、「
生
ま

れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
」

と
い
う
思
い
を
、
寄
附
を
通
じ
て

実
現
す
る
制
度
で
、
過
疎
な
ど
に

よ
る
税
収
の
減
少
に
悩
む
自
治
体

に
対
し
、
格
差
是
正
を
推
進
す
る

た
め
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
乙
部
町
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
の
合
計

は
、
二
十
九
件
で
千
五
百
四
十
万

円
と
な
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

が
始
ま
っ
て
以
来
、
最
高
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
の
返
礼
品
は
主

に
、「
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
」
で

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
返
礼
品
の

種
類
を
拡
充
し
、
寄
附
件
数
と
寄

附
金
額
の
更
な
る
増
加
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

寄
付
者
は
乙
部
町
出
身
者
だ
け

で
は
な
く
、雑
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
で
乙
部
町
を
知
り
、「
是
非

お
と
べ
の
は
ち
み
つ
を
食
べ
て
み

た
い
」
な
ど
の
嬉
し
い
声
も
あ
り

ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ふ
る
さ
と
寄
附
は

町
の
振
興
発
展
の
た
め
、
ふ
る
さ

と
振
興
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

　

ま
た
返
礼
品
を
町
内
業
者
・
生

産
者
の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
か

ら
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る

利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

二
月
二
十
一
日
乙
部
町
民
会
館

で
、
檜
山
振
興
局
主
催
の
「
障
が

い
者
の
社
会
参
加
と
バ
リ
ア
フ

リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
事
業
を
考
え
る
集

い
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

約
二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ホ
テ
ル
あ
す
な
ろ
」
や
、

元
和
台
海
浜
公
園「
海
の
プ
ー
ル
」

の〝
る
ー
ぷ
橋
〟は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

と
な
っ
て
お
り
、
お
年
寄
り
や
障

が
い
者
の
方
で
も
利
用
し
や
す
い

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
み
て
も
レ

ジ
ャ
ー
施
設
は
障
が
い
者
に
優
し

い
環
境
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
り
、
北
海
道
新
幹
線
が
開

業
し
た
こ
と
か
ら
檜
山
七
町
の
取

り
組
み
と
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
レ

ジ
ャ
ー
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

　

そ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
を
活

用
す
る
た
め
に
も
、
障
が
い
者
を

受
け
入
れ
る
住
民
の
「
お
も
て
な

し
の
心
」
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ラ
ジ
オ
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
多
方
面

で
活
躍
す
る
札
幌
市
出
身
の
牧
泰

昌
氏
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て

迎
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー

に
取
り
組
む
際
の
住
民
の
受
け
入

れ
姿
勢
や
心
構
え
等
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

牧
氏
は
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は

身
体
に
障
が
い
が
な
い
人
に
と
っ

て
も
便
利
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
な
ど
と
い
っ
た
言
葉

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
建
物

や
風
紀
・
地
域
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
入
り
混
じ
っ
て
、
人
と
人
と

が
繋
が
る
事
が
素
敵
だ
と
思
う
」

な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
檜
山
振
興
局
の
本
間
和

彦
副
局
長
か
ら
、
車
い
す
利
用
者

の
介
助
方
法
に
つ
い
て
実
際
に
車

い
す
を
使
っ
て
講
義
が
行
わ
れ
、

大
き
な
段
差
の
越
え
方
な
ど
、
車

椅
子
の
使
い
方
に
つ
い
て
レ
ク

チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
の
不
自
由
な
方
に
や
さ
し
い
ま
ち
へ

～
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
～▲バリアフリーについて語る牧泰昌氏

1600万

30万

40件

30件

20件

10件20万

10万

平成24年度

100,000円

2件

平成25年度

200,000円

2件

平成26年度

317,000円

25件

平成27年度

15,500,000円

30件

乙部町ふるさと寄附のお知らせ

寄

附

件

数

寄

附

金

額
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二
月
二
十
五
日
、
乙
部
町
商
工

会
青
年
部
が
野
球
少
年
団
に
野
球

用
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
商
工
会
青
年
部
活

動
で
の
売
り
上
げ
等
を
財
源
と
し

て
お
り
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
は

集
団
で
の
活
動
が
希
薄
に
な
っ
て

き
て
い
る
中
、
少
年
団
活
動
を
通

じ
て
人
と
の
交
わ
り
を
大
切
に
す

る
大
人
に
育
っ
て
欲
し
い
と
の
思

い
か
ら
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
み
ん
な
で
開
け
、

　

三
月
五
日
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
主
催
の
介
護
予
防
の
つ
ど

い
が
、
生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
百
二
十
二
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

毎
年
大
好
評
の
役
場
職
員
ら
に

よ
る
「
劇
団
き
ら
ら
」
の
寸
劇
で

は
、
夫
婦
の
絆
や
詐
欺
の
電
話
な

ど
、
生
活
の
一
コ
マ
を
面
白
お
か

し
く
演
じ
、
会
場
は
笑
い
に
つ
つ

ま
れ
ま
し
た
。

　

終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
上
級

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
樫
木
泰
子
氏
の

講
演
で
は
、「
終
活
と
は
人
生
の

終
焉
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
で
は

な
く
、
終
焉
を
考
え
る
こ
と
を
通

じ
て
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、

今
を
よ
り
良
く
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
」
と
話
し
、
次
世
代
家
族

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
「
未
来

ノ
ー
ト（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
）」

の
必
要
性
を
伝
え
、
そ
の
た
め
に

は
書
き
残
す
こ
と
が
大
切
だ
と
話

し
ま
し
た
。

◆
テ
レ
ビ
の
料
理
番
組
を
見
な

が
ら
メ
モ
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

◆
暗
算
し
な
が
ら
買
い
物
を
し

ま
し
ょ
う
。

◆
新
聞
記
事
を
書
き
写
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

◆
自
宅
に
お
客
さ
ん
を
呼
ん
で

会
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
利
き
手
と
反
対
の
手
で
書
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
早
寝
早
起
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
食
事
は
ゆ
っ
く
り
と
噛
む
回

数
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
の
人
生
の
延
長
線
上
に

「
終
活
」
を
考
え
た
段
階
で
、
今

自
分
に
何
が
必
要
か
考
え
る
材
料

に
も
な
る
と
説
明
し
、
参
加
者
は

自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
の
生
活
の
質
を
下
げ

ず
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
今
か

ら
始
め
る
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

紹
介
も
し
ま
し
た
。

　

髙
橋
忠
則
氏
（
滝
瀬
・
七
十
七

歳
）
と
谷
藤
亮
氏
（
緑
町
・
七
十

七
歳
）
が
北
海
道
善
行
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

北
海
道
善
行
賞
（
交
通
安
全
実

践
者
）
表
彰
は
、
交
通
安
全
指
導

員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
継
続

し
て
交
通
指
導
等
の
実
践
活
動
を

行
う
な
ど
、
そ
の
行
為
が
他
の
模

範
と
な
る
個
人
が
表
彰
さ
れ
る
も

の
で
す
。

ピ
カ
ピ
カ
の
バ
ッ
ト
と
、
真
っ
白

な
ボ
ー
ル
を
手
に
し
た
生
徒
ら
は

「
い
っ
ぱ
い
練
習
し
て
上
手
く
な

り
た
い
」
と
笑
顔
で
意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
。

　

青
年
部
で
は
こ
れ
ま
で
も
保

育
園
に
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
を

行
っ
て
お
り
、
民
谷
和
麻
部
長
は

「
続
け
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
活
動

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

髙
橋
忠
則
氏
と
谷
藤
亮
氏
は
、

平
成
十
一
年
か
ら
現
在
ま
で
十
六

年
間
、
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て

精
力
的
に
活
動
し
、
特
に
期
別
運

動
期
間
の
街
頭
指
導
な
ど
、
地
域

の
交
通
安
全
活
動
に
貢
献
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
し
ま
し
た
。

　

四
月
六
日
（
水
）
か
ら
十
五
日

（
金
）
ま
で
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間
で
す
。

　

４
月
は
新
入
学
児
の
登
校
も
あ

り
ま
す
の
で
、
児
童
の
通
学
時
間

に
合
せ
て
、
地
域
で
の
街
頭
指
導

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

商
工
会
青
年
部
か
ら
野
球
少
年
団
へ
～
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
～

交
通
安
全
を
願
っ
て

介護予防のつどい ～自分の人生、笑顔の終活～

▲講演した樫木泰子氏

▲劇団きららの寸劇

▲谷藤亮氏（左）と、髙橋忠則氏（右）

「
北
海
道
善
行
賞
」を
受
賞

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

〔4〕



◆
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
ま
た

は
母
が
い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ

れ
る
家
庭
を
対
象
と
し
て
お
り
、

子
供
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
手
当
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
一
月
か
ら

六
月
ま
で
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は

前
々
年
の
所
得
、
七
月
か
ら
十
二

月
ま
で
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は
前

年
の
所
得
に
よ
り
、そ
の
年
度（
八

月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
）
の
手
当

が
全
部
支
給
、
一
部
支
給
、
全
部

停
止
の
区
分
に
決
ま
り
ま
す
。

（
表
①
参
照
）

◆
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
、

十
八
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ

る
子
ど
も
（
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
場
合
は
二
十
歳
未
満
）
を
扶
養

し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く

は
養
育
者
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
父
ま
た
は
母
が
法
に
定
め
る
障

が
い
の
状
態
（
年
金
の
障
害
等
級

の
一
級
程
度
）
に
あ
る
子
ど
も

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
子
ど
も
な
ど

※
子
ど
も
や
父
、
母
、
養
育
者
が

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

で
も
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当

額
よ
り
も
低
い
方
は
、
そ
の
差
額

分
を
受
給
で
き
ま
す
。

◆
手
当
の
額

（
平
成
二
十
八
年
四
月
分
か
ら
手

当
額
が
変
わ
り
ま
す
）

《�

対
象
児
童
一
人
・
全
部
支
給
の

場
合
》

　

月
額
４
２
，
３
３
０
円

《�

対
象
児
童
一
人
・
一
部
支
給
の

場
合
》

　

月
額
４
２
，
３
２
０
円
か
ら

９
，
９
９
０
円

※
二
人
目
は
対
象
額
に
５
，

０
０
０
円
を
加
算
。
三
人
目
以
降

は
、
児
童
が
一
人
増
す
ご
と
に

３
，
０
０
０
円
を
加
算
。（
平
成

二
十
八
年
七
月
分
ま
で
）

《
支
給
時
期
》

　

年
三
回
、
四
月
・
八
月
・
十
二

月
で
す
。

※
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
受
給

さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
と

は
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
二
十

歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
手
当

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
一
月
か
ら

六
月
ま
で
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は

前
々
年
の
所
得
、
七
月
か
ら
十
二

月
ま
で
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は
前

年
の
所
得
で
支
給
の
要
否
を
判
断

し
ま
す
。（
表
②
参
照
）

◆
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
一

級
か
ら
三
級
及
び
四
級
（
一
部
）

程
度
、
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
ま

た
は
Ｂ
程
度
に
該
当
す
る
二
十
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た

は
母
、
も
し
く
は
養
育
者
。

※
児
童
が
施
設
入
所
し
て
い
る
場

合
や
障
害
を
支
給
事
由
と
し
た
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
、手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
手
当
の
額

（
平
成
二
十
八
年
四
月
分
か
ら
手

当
額
が
変
わ
り
ま
す
）

《
一
級
》
月
額
５
１
，
５
０
０
円

《
二
級
》
月
額
３
４
，
３
０
０
円

《
支
給
時
期
》

　

年
三
回
、

　
　

四
月
・
八
月
・
十
一
月
で
す
。

※
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
受
給

さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆�

現
況
届
、
所
得
状
況
届
の
提
出

に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、「
現
況
届
」
を
毎
年
八

月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

に
、
ま
た
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、「
所
得
状

況
届
」
を
毎
年
八
月
十
一
日
か
ら

九
月
十
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
届
け
は
、
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
も
の
で
、
届
け

が
な
い
と
、
八
月
分
以
降
の
手
当

の
支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
現
況
届
」
お
よ
び
「
所

得
状
況
届
」
は
、
八
月
上
旬
に
送

付
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
町
民
課
年
金
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課
年
金

係
（
☎
六
二
―
二
三
一
一
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【表①】　児童扶養手当　所得制限限度額表

【表②】　特別児童扶養手当　所得制限限度額表

児
童
扶
養
手
当
と

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

※�扶養義務者とは、請求者と同居している父母兄弟姉妹などの
ことです。

※�扶養義務者とは、請求者と同居している父母兄弟
姉妹などのことです。

扶養親族等の数
（税法上の人数）

父または母の所得 配偶者および
扶養義務者の所得全部支給 一部支給

０人 19万円未満 192万円未満 236万円未満
１人 57万円 230万円 274万円
２人 95万円 268万円 312万円

３人以上 １人につき38
万円ずつ加算

１人につき38
万円ずつ加算

１人につき38
万円ずつ加算

扶養親族等の数
（税法上の人数） 請　求　者 配偶者および

扶養義務者の所得
０人 459万6千円 628万7千円
１人 497万6千円 653万6千円
２人 535万6千円 674万9千円
３人 573万6千円 696万2千円
４人以上 １人につき38

万円ずつ加算
１人につき21万
3千円ずつ加算
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　一億総活躍社会の実現に向けて緊急に実施すべき対策の一つとして、ア
ベノミクスの成果の格差をなくそうと、賃金引上げの恩恵が及びにくい低
年金受給者等に支援を行い、28年度前半の個人消費の下支えにも資するよ
う年金生活者等支援臨時福祉給付金（低所得の高齢者向け）を実施します。

年金生活者等支援臨時福祉給付金
（低所得の高齢者向け）

　平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者のうち、平成28年度中に65歳以上となる方（昭和27
年4月1日以前に生まれた方）です。
　平成27年度臨時福祉給付金の支給要件は以下の通りです。
　⑴　平成27年1月1日において、乙部町の住民基本台帳に記録されている方
　⑵　平成27年度分の町民税（均等割）が課税されない方　（課税者の扶養親族等を除く）
　ただし、生活保護制度の被保護者等となっている場合は対象外です。

給付対象者

　支給対象者1人につき、3万円

給 付 額

　平成28年４月４日（月）から平成28年７月４日（月）

申 請 期 間

　申請先は、基準日（平成27年1月1日）において住民登録のある市区町村となります。
　　※対象となり得る方々には受付開始の前に申請書等を送付いたします。
　役場町民課福祉係又は郵送にて申請ができます。（役場町民課福祉係　電話62-2311）

申 請 手 続

平成２８年４月１日から

入院時の食事療養費標準負担額が一部変わります

◎住民税課税世帯の方の食事療養標準負担額（食事代）が

《平成２８年４月１日～》

《平成３０年４月１日～》

１食につき　２６０円→

１食につき　３６０円→ 変更となります。

お問い合わせ先 乙部町役場町民課国保係　　　電話　６２－２３１１

ただし、指定難病の方、住民税非課税世帯の方については変更ありません。

３６０円 に
４６０円 に
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内閣府リーフレットより〔7〕



平成28年度　乙部町保健事業の一部をご紹介します

役場町民課保健衛生係　電話６２－２３１１　または
乙部町地域包括支援センター　電話６２－５８４５　までお申込み・お問い合わせ

　これまで、年齢別に行っていたひよこサークル、ぴ
よぴよ広場が一緒になって、『たんぽぽクラブ』にな
ります！

　このほか、乙部町では乙部町子育て支援センターの
『すくすく広場』（月1回つくし保育園内で開催）や、
赤ちゃん向けの『離乳食教室』（年３回）などの育児
支援事業を開催しています。
　
育じぃちゃん、育ばぁちゃん（サークルをお手伝いし

てくださるボランティアさん）を募集しています。

　サークル内で、お子さんと一緒に遊んだり、サポー
トしてくださる地域のおじいちゃん・おばあちゃんボ
ランティアさんを随時募集しています。ご協力いただ
ける方は保健師までご連絡ください。

参加対象：乙部町在住のお子さんと親御さん
　　　　　（就学前であれば年齢は問いません）
内　　容：�クリスマスなどの季節行事なども交え、み

んなでおしゃべりしながら楽しく交流しま
しょう♪

開催日・場所：
４月１１日（月）生きがい交流センター
５月以降も毎月行います（個別にお知らせします）

　肺炎で亡くなる方の約95％は65歳以上の方です。
　高齢になると、持病の悪化やちょっとした体調の変化
で、抵抗力が弱まったときに感染し、症状が進んでしま
うことがあります。
　肺炎球菌ワクチンは90種類以上の型があるといわれる
肺炎球菌の中から、特に肺炎を起こしやすい13種類の型
に対応したワクチンです。
○今年度対象となる方○
　�平成28年４月２日～平成29年４月１日に下記の誕生日
を迎える方
　65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳
　※��この年齢以外の方は、任意接種（町による補助はあ

りません）となります。
○料金○
　自己負担3,000円（町が約5,000円補助しています）
○実施機関○　乙部町国民健康保険病院
★お申込み・お問い合わせは下記にお願いします。

　65歳以上の方を対象に、
下記の事業を行っています。

　筋肉をためる『貯筋』体操や、しなやかに動かすスト
レッチなどをしながら、心と身体を元気にしましょう！
４月７日/２０日、　５月１２日/２６日

会場：ケアセンターおとべ
これ以降も毎月２回開催します。

乙部町地域包括支援センターでは、介護予防事業のほか、介
護に関する相談も行っています。下記までご連絡ください。

　参加者を「男性のみ」に限定した体操と料理教室です。
　５月18日（体操）ケアセンターおとべ
　５月25日（料理）高齢者ふれあいセンター　
これ以降も毎月１回開催します。

　他のがん検診についても町が補助をしています。
安心のため、年に1回はがん検診を受けましょう
　詳しくは、広報折込チラシ「特定健診・がん検診・各
種検査のご案内」をご覧ください。

育児支援サークルが新しくなります

町では、約5,000円を補助していますので、
1,200円で受診していただけます。

実施期間：4月13日～5月31日まで
受付時間：
　　平日午後３名〈但し、第２火曜日と隔週木曜日除く〉
　　土曜午前５名〈但し、Aコースのみ〉
実施機関：江差脳神経外科クリニック（道立江差病院横）
料金：
　Aコース（頭部MRI・MRA）
　　　　　　7,800円
　Bコース（Aコース＋頸部MRA＋生活習慣病検査）
　　　　　　22,400円
※脳神経外科に通院中の方は対象となりません。

高齢者肺炎球菌予防接種
生き生き健康寿命

◆ぴんしゃん体操教室◆

◆男のお達者教室◆

最後に胃がん検診を
受けたのは何年前ですか？

（法定予防接種）のご案内
春です！ココロとカラダを動かして

を伸ばしましょう！

脳の血管をチェックして、脳血管疾患を防ごう！

脳ドックのご案内
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4月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

 3　27
 3　28

 3　29
 3　30

 3
　31 1 可燃ごみ

①地区 2

3 4 可燃ごみ
②地区 5 可燃ごみ

①地区 6 不燃ごみ
②地区 7 可燃ごみ

②地区 8 可燃ごみ
①地区 9

休日当番医
道立江差病院

日本脳炎予防接種
（ケア 午後1時30分～）

日本脳炎予防接種
（ケア 午後1時30分～）

栄浜小学校入学式
(栄小 午前9時30分～ )
乙部小学校入学式
(乙小 午前10時～ )
乙部中学校入学式
(乙中 午後2時～ )

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

10 11 可燃ごみ
②地区 12 可燃ごみ

①地区 13 不燃ごみ
①地区 14 可燃ごみ

②地区 15 可燃ごみ
①地区 16

休日当番医
勤医協診療所

たんぽぽクラブ
（交流 午前10時～）

国保保険証更新・健康相談
（元交 午前9時～）
（栄ふ 午前10時30分～）
（豊セ 午後1時30分～）
骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日

（江保）

国保保険証更新・健康相談
（滝寿 午前9時～）
（町館 午前10時30分～）
（緑寿 午後1時30分～）
サロン「とよはな」

（豊セ 午後1時～）

国保保険証更新・健康相談
（姫ふ 午前9時～）
（ゆ里 午前10時30分～）
（プラザ 午後1時30分～）
四種混合予防接種

（国保 午後1時30分～）

国保保険証更新・健康相談
（希望 午前9時～）
（三研 午前9時45分～）
（三愛 午前10時30分～）

17 18 可燃ごみ
②地区 19 可燃ごみ

①地区 20 不燃ごみ
②地区 21 可燃ごみ

②地区 22 可燃ごみ
①地区 23

休日当番医
道立江差病院

麻しん・風しん予防接種
（国保 午後1時30分～）
水痘ワクチン予防接種

（国保 午後1時30分～）
女性の健康相談

（江保 午後1時～）
こころの健康相談

（江保 午後3時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
離乳食教室

（栄ふ 午前10時～）

みたい！よみたい！
絵本とかみしばい

（公民 午前10時～）

24 25 可燃ごみ
②地区 26 可燃ごみ

①地区 27 不燃ごみ
①地区 28 可燃ごみ

②地区 29 30
休日当番医
佐々木病院

春のクリーン作戦

骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日

（江保）

おしゃべりサロン
（姫ふ 午後1時～）
肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）

（国保 午後1時～）
ヒブワクチン予防接種

（国保 午後1時30分～）

休日当番医
道立江差病院

町民プールオープン（予定）
（町プ 午前10時）

すくすく広場
（つ保 午前9時30分～）

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

※１　骨髄バンク登録日、肝炎ウィルス検査日、ＨＴＬＶ－１検査日は事前予約が必要です。　江差保健所（℡52-1053）

4月6日（水）～ 15日（金）　春の全国交通安全運動期間

小中学校春休み　～ 4月5日まで

4月6日（水）～ 15日（金）　春の全国交通安全運動期間

小中学校春休み　～ 4月5日まで

会
場
・
場
所
省
略

(つ保) つくし保育園 (交流) 生きがい交流センター (栄ふ）栄浜ふれあいセンター

(国保) 国保病院 (江保) 江差保健所 (滝寿）滝瀬寿の家

(ケア) ケアセンターおとべ (三愛) 三ツ谷愛郷会館 (緑寿）緑町寿の家

(町館) 町民会館 (三研) 三ツ谷研修会館 (姫ふ）姫川ふれあいセンター

(豊セ) とよはま地区センター (元交) 元和交遊館 (希望）潮見希望館

(公民）公民館
(乙小）乙部小学校
(栄小）栄浜小学校
(乙中）乙部中学校
(プラザ）プラザおとべ
(町プ）町民プール
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

第313号

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

教
育
委
員
会
・
小
中
学
校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
で
構
成
す
る
「
乙
部
町

学
習
生
活
習
慣
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
こ
の
度
、
幼
児
教
育

の
手
引
き「
幼
児
の
生
活
リ
ズ
ム
」

を
発
行
し
、
小
中
学
校
の
ほ
か
、

各
教
育
関
係
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

幼
児
期
は
幼
児
の
発
達
特
性
に

目
を
向
け
、
集
団
生
活
へ
の
適
応

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
幼
児
が

自
分
で
課
題
を
乗
り
越
え
る
力
を

育
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
小

一
プ
ロ
ブ
レ
ム
と
呼
ば
れ
る
、
子

ど
も
が
小
学
校
入
学
後
に
落
ち
着

き
が
な
く
、
学
校
生
活
に
馴
染
め

な
い
と
い
っ
た
問
題
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
幼
児
と
小
学
校
教
育
の
繋

が
り
を
支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
今
後
、
こ
の
手
引
き
を

就
学
時
健
診
で
保
護
者
を
対
象
に

し
た
親
学
講
座
や
各
小
学
校
で
実

施
し
て
い
る
一
日
体
験
入
学
、
入

学
説
明
会
な
ど
で
活
用
し
、
よ
り

良
い
教
育
環
境
を
推
進
し
ま
す
。

幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の

円
滑
な
接
続
を
め
ざ
し
て

公
民
館
を
活
用
し
て
潤
い
あ
る
生
活
を

　

乙
部
町
公
民
館
は
、
地
域
の
学

び
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
、
憩

い
の
場
や
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

【
図
書
室
・
郷
土
資
料
室
・
講
座

室
・
講
堂
】

　

各
室
は
公
民
館
内
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
図
書
室
は
、
実
用
書

や
参
考
書
、
児
童
書
な
ど
を
蔵
書

し
、
一
人
三
冊
二
週
間
ま
で
借
り

る
こ
と
が
で
き
、
リ
ク
エ
ス
ト
図

書
も
活
用
で
き
ま
す
。

　

郷
土
資
料
室
は
、自
然
や
文
化
、

産
業
な
ど
の
歴
史
に
つ
い
て
の
解

説
や
土
器
、
産
業
用
具
な
ど
の
文

化
財
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
室
は
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
学
習
会
や
諸
集
会
に
利
用
が

で
き
、
講
堂
は
各
種
発
表
会
や
講

演
会
な
ど
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
一
階
ロ
ビ
ー
を

憩
い
の
場
と
し
て
開
放
し
、
新
聞

を
読
ん
だ
り
、
友
達
同
士
、
楽
し

く
談
話
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
読
書
活
動
の
推
進
】

　

公
民
館
図
書
室
で
は
、
子
ど
も

の
読
書
活
動
の
推
進
を
図
る
た

め
、
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
で
は
、
乳
幼
児

健
診
の
親
子
に
読
み
聞
か
せ
と
絵

本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●�

時　

間�

九
時
～
二
一
時
（
図

書
室
・
郷
土
資
料
室
は
十
時
～

一
七
時
）

●�
休
館
日�

月
曜
・
祝
日
・
年
末

年
始
（
図
書
室
・
郷
土
資
料
室

は
月
曜
も
開
室
）

冊子「幼児の生活リズム」

プロジェクト会議の様子

　

三
月
十
日
、
乙
部
中
学
校
三
年

生
が
千
岱
野
婦
人
部
の
ご
協
力
の

も
と
、
豆
腐
づ
く
り
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
の
創

造
力
に
満
ち
た
学
校
づ
く
り
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
農
産

物
を
活
用
し
た
体
験
学
習
を
通
し

て
、
地
域
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

水
に
つ
け
た
大
豆
を
す
り
潰
し

て
煮
る
作
業
か
ら
、
ニ
ガ
リ
を
注

ぎ
、
型
に
入
れ
豆
腐
に
す
る
ま
で

の
一
連
の
作
業
に
取
り
組
み
、
普

段
経
験
す
る
こ
と
が
な
い
貴
重
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
型
に
入
れ
る
前
に
ざ
る

豆
腐
に
し
て
味
見
し
た
時
は
、
乙

部
産
大
豆
の
味
の
濃
さ
と
甘
み
に

驚
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。

乙
部
中
学
校
の
豆
腐

づ
く
り
体
験
学
習
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町民温水プール
４月２９日㈮オープン!!（予定）【�一�般�向�け�】

●赤毛のアンナ� （真保�裕一）
●居酒屋ぼったくり５� （秋川�滝美）
●カエルの楽園� （百田�尚樹）
●王とサーカス� （米澤�穂信）
●永い言い訳� （西川�美和）
●世界の果てのこどもたち� （中脇�初枝）
●鼻のせいかもしれません� （黄川田�徹）
●ママ友おつきあいマナードリル� （西野�桂子）
【幼児・児童向け】
●おだんご先生のおいしい！手づくり和菓子�春～冬�（芝崎�本実）
●華麗なる探偵アリス＆ペンギン1･2･3� （南房�秀久）
●小学生のボクは、鬼のようなお母さんにナスビを売らされました。
� （原田　剛）
●赤ちゃん泣きやみメロディーえほん� （東京書店）
●ほっとほっとホットケーキ� （きむら�ゆういち）
●いけいけ！しょうがくいちねんせい� （中川ひろたか）
●そっと� （瀧村�有子）

みなさまのご利用をお待ちしています♪

図書室の新刊おすすめ紹介

乙部町スポーツ少年団　新入団員大募集！！
　町内には６種目のスポーツ少年団が結成され、体育館や町民グラウンドなどで
日々の練習に励み、各種大会では全道大会に出場するなど好成績を収めています。
　スポーツ少年団では、子ども達の健全な育成に力を入れ、新入団員を募集します。
募集する少年団は下記のとおりで、後日、募集チラシを発行します。

○野球少年団　○剣道少年団　○水泳少年団　○バレーボール少年団

○サッカー少年団�　○ミニバスケットボール少年団

【問合せ先：教育委員会社会教育係　℡６２－２２５３】 少年団合同の体力測定会

　町民プールは温泉熱を利用した水温30℃の快適な温水

プールです。水中運動は陸地よりも膝や腰への負担が軽い

と言われています。健康や体力の保持増進に皆さまのご利

用をお待ちしています。

■利用時間
　土日祝日　午前10時～午後6時
　　　　　　（8/13～16日も含む）
　平　　日　午後1時30分～午後8時
　休  館  日　月曜日（祝日の場合はその翌日）
　期　　間　10月中旬まで
■利 用 料
　中学生以下 50円
　（町外の場合は110円）
　高　校　生 200円
　一　　　般 240円

　

町
内
の
小
中
学
校
の
入
学
式
が

四
月
六
日
に
挙
行
さ
れ
ま
す
。

　

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
（　

）
は
新
一
年
生
の
人
数

■
栄
浜
小
学
校【
校
長�

小
助
川
浩
】

　
　

九
時
三
○
分
～

　
　

児
童
数
一
九
名
（
四
名
）

■
乙
部
小
学
校【
校
長�

村
上　

勉
】

　
　

十
時
○
○
分
～

　
　

児
童
数
一
四
二
名（
二
六
名
）

■
明
和
小
学
校【
校
長�

能
代　

仁
】

　
　

児
童
数
一
〇
名
（
〇
名
）

■
乙
部
中
学
校【
校
長�

塩
﨑
弘
明
】

　
　

十
四
時
○
○
分
～

　
　

生
徒
数
九
二
名
（
二
六
名
）

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
は
町
の

宝
で
す
。
教
育
委
員
会
と
各
学
校

で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
信
頼
さ
れ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
の

で
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
だ
登
校
に
慣
れ
な
い

小
学
新
一
年
生
も
い
ま
す
の
で
、

交
通
安
全
へ
の
ご
協
力
も
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

富
岡
ス
キ
ー
場
は
、
三
月
六
日
を

も
っ
て
リ
フ
ト
運
行
を
終
了
し
ま
し

た
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
ス
キ
ー
教
室
や

シ
バ
レ
ふ
れ
あ
い
富
岡
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

二
月
十
三
日
・
十
四
日

《
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
》

一
級　

伊
藤
大
和
・
井
田
歩
夢

　
　
　

佐
々
木
真
生
・
菊
池
智
哉

　
　
　

近
藤
柚
美
・
宮
本
蓮
汰

二
級　

平
野
綾
人
・
小
松
流
歌

　
　
　

宮
本
蓮
汰
・
佐
々
木
颯
馬

　
　
　

菊
池
陽
翔
・
新
谷
果
央

　
　
　

厚
別
立
樹

三
級　

武
藤　

耀
・
田
畑
來
樹

　
　
　

佐
藤
愛
心
・
平
野
佑
真

　
　
　

疋
田　

涼
・
敦
賀
柊
太

　
　
　

南
部
谷
蓮
真
・
由
利
花
央

　
　
　

吉
田
匠
之
介

四
級　

工
藤
紗
弥
・
館
山
聖
颯

　
　
　

近
藤
彩
乃
・
野
澤
光
希

　
　
　

由
利
蓮
音
・
井
田
夢
菜

　
　
　

由
利
一
斗
・
和
島
利
樹

　
　
　

新
保
里
来

五
級　

田
畑
玲
翔
・
菊
池
沙
奈

《
級
別
テ
ス
ト
》

一
級　

大
川
晃
矢

二
級　

伊
藤
美
華
・
菊
池
靖
代

三
級　

永
渕　

碧
・
佐
藤
愛
弥

　
　
　

小
松
歩
叶
・
菊
池
翔
夢

　
　
　

永
渕
太
雄
・
工
藤
菜
央

入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

富
岡
ス
キ
ー
場

リ
フ
ト
運
行
終
了

ス
キ
ー
検
定
合
格
者
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タバコのポイ捨ては、絶対にやめましょう。家庭ゴミ、木の枝、枯草等の野焼きは禁じられています。

　

四
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
4
月
7
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館�

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習�

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習�

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習�

午
後
３
時
45
分

▽
4
月
19
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館�

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習�

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習�

午
後
２
時
15
分

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か お 知 ら せ

乙部町国民健康保険病院　4月外来診療日程表 午前8:30～ 11:00
午後1:00～ 3:00診療受付時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

午
前

村
瀬 道

立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

村
瀬 勤

医
協
診
療
所

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬 道

立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

乙
部
町
国
保
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

昭
和
の
日・道
立
江
差
病
院

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

午
後

村
瀬

野
村

奈
良

奈
良

奈
良

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

野
村

村
瀬

奈
良

奈
良

野
村

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　�診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、できる限り通常の診療

時間内に受診いただく等、適正受診にご協力お願いいたします。

地方税電子申告（エルタックス）をご存知ですか？ 江差警察署からのお願い
～　山菜採り　無我夢中に　落とし穴　～　現在北海道では、法人道民税、法人事業税及び地方法人特

別税について電子申告ができます。
　インターネットでご自宅やオフィスから簡単に申告がで
き、窓口に出向いたり、申告書を郵送する手間が無くとても
便利です。
　エルタックスの詳しい情報は、ホームページでご覧いただ
けますので、ぜひご確認ください。
【エルタックス・ホームページ】http://www.eltax.jp/
【お問合わせ】
　札幌道税事務所税務管理部　　（電話�011-281-7834）
　檜山振興局地域政策部税務課　（電話�52-6472）

　例年、山菜の愛好家が行者ニンニクやタケノコ採りのために入山
し、道に迷ったり、沢に転落する事故が起きています。
　慣れた山でも、油断すると「危険な落とし穴」があることを忘れ
ないで、山菜採りを楽しみましょう。
【山菜採りを行う際の留意事項】
　◇　家族に行き先地と帰宅時間を知らせる。
　◇　単独での入山を避け、二人以上で声をかけ位置を確認する。
　◇　服装は赤や黄色系の目立つ色にする。
　◇　携帯電話、非常食、水、熊鈴、笛を携行する。
　◇　迷ったときは落ち着いて行動し、発見されやすい場所を探す。
　◇　�ヒグマの出没情報のある場所、出没を知らせる看板のある場

所へは立ち入らない。

ねんきんの窓

　　平成２８年度の国民年金保険料は、月額１６, ２６０円となり、平成２７年度より６７０円引き上げられます。
　なお、付加保険料の月額は、平成２７年度と同額の４００円です。

　学生納付特例制度により、平成２７年度において保険料納付を猶予されている方で、平成２８年度も引き続き
在学予定の方へ、３月下旬に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書が送付されます。平
成２７年度と同じ学校等に在学される方は、このハガキに必要事項を記入し返送いただくことにより、平成２８
年度も学生納付特例の申請ができます。この場合は、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。
　また、平成２８年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は納付書を送付いたしま
すので、お手数ですが函館年金事務所（電話０１３８－５６－１１６５）にご連絡ください。
　なお、はじめて学生納付特例の申請をする方は、従来どおり在学証明書の写し又は学生証の写しの添付が必要
です。

平成２８年度の国民年金保険料は、月額１６，２６０円となりました。

国民年金保険料学生納付特例申請について

☆お問い合わせは　　役場町民課年金係（電話６２－２３１１）まで☆
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４月の診療予定です

【山火事を発生させない心がけ】山林内で火入れをする場合は、許可が必要です。

大腸がん～早期発見・早期治療を～（その三）外来診療体制

整 形 外 科
午前� 月から金曜日

（整形外来は、完全予約制となっています。受診される
方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さい。 
52-0036 内線112 電話での予約は13時から）

循 環 器 内 科 午前� 月から金曜日
午後� 月と金曜日

消 化 器 内 科 午前� 月から金曜日
午後� 火曜日

呼 吸 器 内 科 午前� 金曜日
午後� 木曜日

外 科 午前� 火曜日と水曜日と木曜日
小 児 科 午前� 月から金曜日（午後からの受診は事前に連絡願います）

泌 尿 器 科 午前� 月から金曜日
午後� 水曜日

精 神 科 午前� 月から金曜日
午後� 月曜日

産 婦 人 科 午前� 月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前� 5日.6日.14日.19日.20日.28日
午後� 13日.27日

眼 科 午前� 14日.28日（予約以外の方は10時までに受付）
午後� 6日.20日.27日

皮 膚 科 午前� 火曜日
神 経 内 科 � 1日.15日
　診療科によって、曜日によって担当医が変わります御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
午後･･･13時00分～ 14時30分

　みなさまが便潜血検査でよく疑問に思われていることにお答え
します。
Ｑ．何を調べる検査ですか？
Ａ�．便の中に血液が混じっているかを調べる検査です。大腸など
の消化管から出血すると便に血液が混じり、無症状でも便潜血
検査が陽性となります。出血は大腸がん、大腸ポリープ、大腸
炎などでも起こります。
Ｑ．食事の影響はありますか？
Ａ�．現在の検査法は食事の影響を受けないと言われています。こ
の検査法は、ヒトの赤血球のみに反応するからです。
Ｑ．便を2日間連続で採取するのはなぜですか？
Ａ�．病変部からは常に出血しているとは限りませんので、便に血
液が混じらない日もあります。そのため病変があるにもかかわ
らず、１回だけの検査では見逃される場合もあります。2日間
連続で便を採取いただくことで、検査結果への信頼性を高める
ことができます。
Ｑ．便潜血検査が陽性でした。大腸がんですか？
Ａ�．この検査が陽性であっても、必ずしもがんとは限りません。
大腸の良性疾患、痔や生理による血液が混入しても便潜血陽性
になることがあります。不安を感じましたら、主治医もしくは
消化器専門医にご相談ください。

　臨床検査技師�末武�由衣

☆看護職員募集のお知らせ：臨時および看護師職員を常時募
集しております。５２－００３６（内線２０２）総看護師長 
中野（離職した方でも、正職員として再就職可能です。）助
産師、薬剤師も募集しております。

　町では、衛生的で快適な生活環境づくりを進めるため、平成２４年度から、公共下水道及び漁業集落排水施設
の処理区域外の方を対象に、合併浄化槽を設置する場合に補助金を交付しております。
　平成２８年度中に設置を希望される方は、下記により申込み下さい。（申込み用紙は役場町民課にあります。
電話でも受付します。）
◇申込み受付期間
　平成２８年４月１日（金）から平成２８年４月２８日（木）まで
◇補助金の交付要件
　・浄化槽法に基づく構造基準等に適合するもの
　・専用住宅及び店舗等の併用住宅であること
　・住宅等を借りている場合は、賃貸人の承諾を得ていること
　・建築又は改築を行う場合は、販売目的でないこと
　・町税等を滞納していないこと
◇貸付金制度
　浄化槽を設置するために、便所の内装改修、便器の取替や給排水設備などの改造工事を行う場合で、工事費用
を一次に負担することが困難な場合に、５０万円を限度に貸付を受けることができます。貸付金は無利息で、貸
付を受けた翌月から１万円ずつの均等月賦返済となります。

※問合せ：役場町民課保健衛生係（電話６２－２３１１）

◇補助対象基数（予定）
浄化槽の大きさ 補助金の額 予定基数

5人槽 80万円 2基
7人槽 100万円 5基

※申込みの状況によって変更する場合があります。

浄化槽設置促進事業補助金の申込受付を開始します。
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編
　
集
　
後
　
記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

町 の 人 口
＝２月末現在＝

（�）内は前月との比較増減
〈�〉内は３月末からの累計増減

世帯数 1,924（+４）〈+４〉

人 口 3,969（±0）〈-41 〉

男 1,833（+１）〈-21 〉

女 2,136（-１）〈-20 〉

平成 28 年４月１日発行（第560号）

編 集・発 行　 乙 部 町 総 務 課 企 画 係

〒043-0103　北海道乙部町字緑町388

（TEL）0139-62-2311（FAX）0139-62-2939

ホームページ　http://www.town.otobe.lg.jp

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

三
月
～
四
月
は
、
出
会
い
と
別
れ

が
重
な
る
季
節
で
す
ね
。

　

思
い
出
を
振
り
返
り
初
心
に
戻
っ

た
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
準
備
を

し
て
決
意
を
固
め
た
り
、
身
も
心
も

シ
ャ
キ
ッ
と
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
泣
い
た
り

笑
っ
た
り
、
色
々
な
ド
ラ
マ
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
も
開
業
し

た
の
で
、
乙
部
町
に
足
を
運
ぶ
観
光

客
の
数
が
増
え
、
乙
部
町
の
良
さ
を

全
国
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
！

4月は軽自動車税の納期限です。

　

こ
ん
に
ち
は
、
生
活
支
援
担
当

の
安
澤
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活

動
し
、
約
五
カ
月
が
経
ち
ま
し
た

の
で
い
ろ
い
ろ
と
振
り
返
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
私
が
乙
部
町
に
戻
っ
て

最
初
に
感
じ
た
こ
と
は
、
都
会
と

の
生
活
の
違
い
で
、
地
元
と
は
言

え
環
境
の
変
化
に
慣
れ
る
こ
と

は
、
意
外
と
神
経
を
使
う
も
の
で

し
た
。

　

し
か
し
、
久
し
ぶ
り
の
家
族
と

の
暮
ら
し
や
、
友
人
に
会
っ
て
話

を
し
た
り
、
懐
か
し
い
場
所
に

行
っ
て
み
た
り
と
日
常
を
繰
り
返

し
て
い
く
う
ち
に
、
気
が
つ
け
ば

田
舎
の
生
活
に
も
す
っ
か
り
馴
染

み
、
今
で
は
乙
部
町
は
と
て
も
住

み
や
す
い
町
だ
と
感
じ
る
ほ
ど
で

す
。

　

次
に
、
私
の
仕
事
に
つ
い
て
で

す
が
、
主
に
乙
部
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
、
高
齢
者
宅
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
介
護
予
防
教
室
、
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
支
援
な
ど
、
高
齢
者

に
関
わ
る
こ
と
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
教
室
で
は
、
お
年
寄

り
の
方
と
一
緒
に
頭
の
体
操
や
身

体
の
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
の

動
作
に
は
意
図
や
意
味
が
あ
り
、

体
験
し
た
次
の
日
の
朝
に
は
、
体

が
軽
く
な
っ
て
い
た
り
、
筋
肉
痛

に
な
っ
て
い
た
り
な
ど
、
効
果
が

現
れ
た
時
は
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。

　

私
自
身
運
動
不
足
だ
っ
た
の
で

普
段
の
生
活
の
中
に
運
動
や
体
操

な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

も
、
健
康
な
体
づ
く
り
に
は
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
運
動
を
継
続
す
る
の

は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
朝
の
ラ

ジ
オ
体
操
や
寝
る
前
に
軽
く
ス
ト

レ
ッ
チ
を
す
る
な
ど
、
簡
単
な
こ

と
か
ら
始
め
て
い
く
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
が
介
護
予
防
教
室

な
ど
の
場
所
で
、
お
年
寄
り
の
方

と
触
れ
合
っ
て
一
番
感
じ
た
こ
と

は
、
何
よ
り
人
の
温
か
さ
や
笑
顔

の
力
で
す
。

　
「
あ
ら
安
澤
さ
ん
、
お
は
よ
う
」

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
笑
顔
で
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
た
時
は
、
と
て

も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
は
社
会
人
の
基
本
だ

と
言
い
ま
す
が
、
意
外
と
意
識
し

て
み
る
と
難
し
い
も
の
で
、私
も
、

明
る
く
爽
や
か
な
あ
い
さ
つ
を
心

掛
け
て
や
っ
て
い
こ
う
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
お
年
寄
り
の
方
に
笑

顔
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
欲
し
い
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
顔
を
出

し
な
が
ら
元
気
を
与
え
て
い
け
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

　

乙
部
町
は
人
口
の
少
な
い
小
さ

な
町
で
す
が
都
会
に
は
無
い
良
い

所
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
人
と
人

と
の
繋
が
り
や
活
動
を
大
事
に

し
、
住
民
み
ん
な
で
協
力
し
て
乙

部
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
安
澤
拓
馬

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No.20

山
本　

信
吉
さ
ん（
93
歳
）栄　

浜

金
盛　
　

裕
さ
ん（
91
歳
）元　

町

小
澤　

忠
行
さ
ん（
73
歳
）姫　

川

笹
森　

キ
ヨ
さ
ん（
98
歳
）豊　

浜

２
月
15
日
～
３
月
14
日

　
お
く
や
み

　
　
も
う
し
上
げ
ま
す

▽
地
域
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い

　

株
式
会
社　

林
組

　

代
表
取
締
役　

林　
　

勲
さ
ん

二
百
万
円

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
地
域
振
興
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い

　

羽
原　

純
一
さ
ん　
（
千
葉
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
万
円

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
十
基

　

外
に
氏
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ

な
い
方
か
ら
一
件
の
寄
附
が
あ
り

ま
し
た
。

　
あ
た
た
か
い
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す
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